
楽園 
 

                           平居謙 

 

 

頭の中に突然 

もしもし亀よ、が轟音で流れ始めて 

目が覚める 

  

うさぎは飼ってないし  

かめきちはいるにはいるが 

夜中に思い出すほど義理はない 

視力を失ってしまった母に                                                                                                                                                    

施設や自宅で母にいろんな童謡を歌ってやった中に                                    

その歌があったのにふと気づいて少し納得をした  

 

最初は猫や蛙が出てくる詩などを読んでやっていたが 

「そうだ何か 歌おうか」 

 

尾崎豊がバイク盗むのなんかを威勢よく歌いたいが 

どうも雰囲気が合わず（親に歌ってやるのだしね、） 

最初は美しい旋律の名曲 

ちょっと早いがクリスマスの讃美歌 

聖歌などひと通り 

 

それでももっと歌え 

もっと歌って呉れろというので段々ネタも尽きてきて 

そのうちどんぐりや十五夜お月さんばかりが出てきて 

最後に久々に「もしかめ」のフルコーラスを歌ったのだ 

 

  歌々にあらわれ出る動物の 

       姿数えつつ我は歌へり 母よ 

 

歌詞を牛のように反芻する真夜中 

 

亀は横に流れている小川を泳いで泳いで、                                

ウサギを抜いていったのだな、                                     

ロンドンオリンピックのMrビーンのように 

眠い目を擦りながら考えたりする 

そういえば施設の横には  

美しいやましな川が流れていた  

 

亀が歌詞の中で勝ち誇ってしばらく経ったある日 

母は息を引き取りました   

役所で貰った母の戸籍謄本には 

祖父と祖母の名前が 

熊とシカと書かれていた 



 

その頃はまだ 

動物たちも人もそれほど区別がなかったんだと 

楽園のことに思いを馳せた 


